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学校生活 他教科の授業

日常生活 総合的な学習の
時間

発表，案内，報告，編集，

鑑賞，批評などの言語活動

言語活動の
思考の流れを
促す問題構成

多様なテキス
トを問題文に

使用

複数のテキス
トを関連させ
て問題を解く

 

 

本県の義務教育では，「すべての児童生徒

一人一人に基礎・基本の定着を実現してい

く」ことを目標にしています。 

本県においては，「基礎・基本」を，読み・

書き・計算といった学習基盤の育成及び各

教科等における基礎的・基本的な知識や技

能の習得とともに，その知識や技能を活用

して人間として社会人として生涯学ぶこと

ができ，自らの人生を切り開いていくため

に必要な能力（思考力，判断力，表現力等）

ととらえています。 

（「平成22年度学校教育指導指針」より） 

 

 

「活用問題」とは，学習指導要領を基に，

知識・技能を活用して，思考力，判断力，

表現力等を育むことを目的とした問題です。 

そのために，「活用問題」は，必要な情報

を取り出したり，根拠を持って考えたり，

自分の考えを説明したりするなどの言語活

動に取り組めるよう構成しています。 

 生徒は，授業や家庭学習などで「活用問

題」に繰り返し取り組むことにより，知識・

技能を活用することに習熟していきます。 

 また，教師は，生徒の解答状況から，授

業実践を振り返ることにより，授業改善に

つなげることができます。 

  

 

中学校国語科「活用問題」は，学習

指導要領の言語活動例を，生徒の体験

する日常生活や学校生活場面に設定し

て，その場面で行われる言語活動を問

題の形式にしました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
２２  「「活活用用問問題題」」ととはは  

３３  中中学学校校国国語語科科ににおおけけるる「「活活用用問問題題」」

中学校国語科「活用問題」 

「活用問題」の場面設定 

言語活動を行う「中心問題」と，
言語活動の手がかりとなる「ステ
ップ問題」で構成 

複数のテキストを関連させなが
ら，また，問題を大づかみでとら
えながら問題を解く 

新聞や小説，短歌など「連続型テ
キスト」と，写真，グラフなど「非連
続型テキストを問題文に使用 

 

 
 
中学校１，２，３学年 

〔Ａ 話すこと・聞くこと〕

〔Ｂ 書くこと〕 

〔Ｃ 読むこと〕 

２２３３のの言言語語活活動動例例  

学習指導要領 
言 語 活 動 例

 
 
 
既習の基礎的・基本的な

知識・技能やこれまでの

生活経験の中で身に付け

た知識・技能を用いなが

ら，言言語語活活動動をを行行ううこことと 

中学校国語科 
「活用」のとらえ

１１  基基礎礎・・基基本本のの定定着着ににつついいてて  



  
 

「新聞委員会に所属しているあなたは，

学級新聞コンクールの審査員として，

新聞記事について講評を書くことに

なりました。」（問題名「学級新聞」） 

「「活活用用問問題題」」  

  

中学２年 

〔Ａ 話すこと・聞くこと〕 

「交流会」問題文 

岩手県のパンフレット 

問
一

次
の
文
は
、
記
事
Ａ
Ｂ
を
読
ん
で
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
資
料
の
中
か
ら
適
切
な
言
葉
を
抜
き
出
し
て
空
ら
ん
を
埋
め
な
さ
い
。

Ａ
組
の
学
級
新
聞
は

（
①

）
の
所
持
や
使
い
方
の
状

Ｂ
組
の
学
級
新
聞
で
は
、
学
習
時
間
に
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
学
習
す
る

、

（

）

、

。

況
を
話
題
に
し
て
い
る
。

こ
と
を

①

と
呼
び

そ
の
状
況
を
話
題
に
し
て
い
る

特
に
、
使
用
状
況
に
つ
い
て
は
、
グ
ラ
フ
を
示
し
て
説
明
し
て
い
る
。

学
級
の
状
況
を
グ
ラ
フ
に
ま
と
め
、
い
つ
も
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
、
ま

ま
た
、
そ
の
グ
ラ
フ
に
よ
る
と
、
一
時
間
以
上
、
メ
ー
ル
や
イ
ン
タ
ー
ネ

た
、
と
き
ど
き
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
学
習
し
て
い
る
生
徒
を
合
わ
せ
る
と

．

、

、

、「
（

）

ッ
ト
を
行
っ
て
い
る
人
は
（
②

）
％
で
あ
る
。

４
％
に
な
り

こ
の
こ
と
か
ら

文
中
で
も

②

57が
、
テ
レ
ビ
を
つ
け
た
ま
ま
～
」
と
表
現
し
て
い
る
。

①

①

②

②

問
二

Ａ
組
、
Ｂ
組
の
新
聞
記
事
を
ま
と
め
た
も
の
と
し
て
、
も
っ
と
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
１
～
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

１

Ａ
組
の
記
事
は
、
は
じ
め
に
話
題
を
提
示
し
、
グ
ラ
フ
に
示
し
た
具
体
例
を
説
明
し
な
が
ら
、
最
後
に
筆
者
の
提
案
が
書
か
れ
て
い
る
。

２

Ａ
組
の
記
事
は
、
筆
者
の
実
体
験
を
中
心
に
話
題
を
進
め
、
グ
ラ
フ
で
そ
の
実
体
験
の
根
拠
を
挙
げ
て
説
明
し
て
い
る
。

、

、

、

。

３

Ｂ
組
の
記
事
は

読
者
へ
の
呼
び
か
け
か
ら
始
ま
り

グ
ラ
フ
を
示
し
て
学
級
の
実
態
を
説
明
し

最
後
に
筆
者
の
提
案
を
書
い
て
い
る

４

Ｂ
組
の
記
事
は
、
筆
者
の
感
じ
た
こ
と
や
主
張
を
中
心
に
話
題
を
進
め
、
そ
の
根
拠
と
し
て
グ
ラ
フ
を
示
し
て
説
明
し
て
い
る
。

問
三

審
査
の
結
果
、
Ｂ
組
の
記
事
が
金
賞
に
選
ば
れ
、
そ
の
理
由

を
講
評
と
し
て
掲
示
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
次
の
条
件
に

当
て
は
め
て
、
講
評
を
ま
と
め
な
さ
い
。

〃
条
件
〄

１

下
の
コ
メ
ン
ト
の
枠
に
当
て
は
め
て
書
く
こ
と
。

２

①
に
は
、
Ｂ
組
の
記
事
の
優
れ
て
い
た
点
に
つ
い
て
具
体
的
に

書
く
こ
と
。

３

②
に
は
、
話
題
、
構
成
、
表
現
、
グ
ラ
フ
の
提
示
の
中
で
、
特

に
優
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
点
に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
を
書
く
こ

と
。

４

①
と
②
の
内
容
が
重
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

新聞コンクール講評
○○中学校新聞委員会

この記事は、 ①

特に、 ②

解

答

欄

全く使わない

(51.2%)

２時間以上

(15.2%)

１時間以上２時間未満

(13.0%)

３０分以上１時間未満

(10.0%)

３０分未満 (10.6%)
【 

携
帯
電
話
の
使
用
時
間 

】

中

学

校

三

年

国

語

問

題

○

［

学

級

新

聞

］

組

番

氏

名

、

、

新
聞
委
員
会
に
所
属
し
て
い
る
あ
な
た
は

学
級
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
員
と
し
て

新
聞
記
事
に
つ
い
て
講
評
を
書
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
Ａ
組
の
記
事
「
携
帯
電
話
の
使

い
方
を
考
え
よ
う
」
と
、
Ｂ
組
の
記
事
「
な
が
ら
で
い
い
の
？
」
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問

い
に
答
え
な
さ
い
。

い
は
ず
・
・
・
。

左
の
グ
ラ
フ
を
見
る
と
、

一
時
間
以
上
携
帯
電
話
で
メ

ー
ル
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

行
っ
て
い
る
人
が
た
く
さ
ん

い
ま
す
。

携
帯
電
話
は
、
私
た
ち
の

身
近
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま

っ
て
い
ま
す
ね
。

私
た
ち
の
生
活
に
な
く
て

か
。

は
な
ら
な
い
も
の
と
な
っ
て

ま
た
、
自
分
の
も
の
で
な

い
る
「
携
帯
電
話

。
今
回

く
て
も
、
保
護
者
の
携
帯
電

」

は
、
こ
の
携
帯
電
話
に
つ
い

話
を
使
っ
て
メ
ー
ル
の
や
り

て
調
査
し
ま
し
た
。

と
り
を
し
て
い
る
人
も
多
い

で
は
、
学
級
で
は
ど
れ
く

と
思
い
ま
す
。

ら
い
の
人
が
持
っ
て
い
る
で

で
も
、
携
帯
電
話
で
の
メ

し
ょ
う
か
。
わ
た
し
の
周
り

ー
ル
を
や
り
過
ぎ
て
、
料
金

の
人
は
、
ほ
と
ん
ど
持
っ
て

が
高
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

い
る
の
で
、
学
級
で
も
多
く

や
、
つ
い
つ
い
時
間
を
か
け

の
人
が
持
っ
て
い
る
と
い
え

す
ぎ
て
し
ま
っ
て
怒
ら
れ
た

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

経
験
の
あ
る
人
も
少
な
く
な

携
帯
電
話
の

使

い
方

を
考

え
よ
う

う
の
は
、
同
時
に
二
つ
の
こ

と
を
行
う
こ
と
な
の
で
、
一

見
効
率
的
な
よ
う
に
思
え
ま

す
。
し
か
し
、
テ
レ
ビ
の
内

容
を
理
解
し
な
が
ら
、
数
学

の
問
題
を
解
い
た
り
、
公
式

を
覚
え
る
。
そ
れ
は
と
て
も

難
し
い
こ
と
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
？

私
た
ち
に
は
、
テ
レ
ビ
を
消

あ
な
た
の
勉
強
時
間
は
ど

ビ
も
ゴ
ー
ル
デ
ン
タ
イ
ム
。

し
て
、
目
の
前
の
問
題
に
集
中

う
な
っ
て
い
ま
す
か
？
集
中

見
た
い
ド
ラ
マ
や
バ
ラ
エ
テ

し
て
取
り
組
む
時
間
が
必
要
な

し
て
で
き
て
い
ま
す
か
？
そ

ィ
番
組
が
目
白
押
し
で
す
。

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

れ
と
も
・
・
・

で
は
、
学
級
の
実
態
は
ど

「
な
が
ら
勉
強
」
と
い
う

う
な
の
か
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を

言
葉
が
あ
り
ま
す

こ
れ
は

と
っ
て
み
ま
し
た
。
結
果
は

。

、

家
で
勉
強
す
る
と
き
に

何

下
の
グ
ラ
フ
の
通
り
。
半
数

、「

か
を
し
な
が
ら
」
勉
強
す
る

以
上
の
人
が
、
テ
レ
ビ
を
つ

「

」

も
の
だ
そ
う
で
す
。
そ
の
多

け
た
ま
ま
の

な
が
ら
勉
強

く
は

「
テ
レ
ビ
を
見
な
が

と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か

、

ら

。
確
か
に
、
家
で
勉
強

り
ま
し
た
。

」
に
取
り
組
む
時
間
は
、
テ
レ

何
か
を
し
な
が
ら
、
と
い

で
い
い
の
？

な
が
ら

な
が
ら

い
つ
も
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら

(15.7%)

ときどきテレビを見ながら

(41.6%)

テ
レ
ビ
は
見
な
い

(38.0%)

その他 (4.7%)

Ａ
組
の
記
事

Ｂ
組
の
記
事

【

】

勉
強
中
の
テ
レ
ビ
視
聴

４４  中中学学校校国国語語科科「「活活用用問問題題」」のの具具体体例例  

「活用問題」は，複数の

テキストから「情報の取

り出し」を行い，テキス

トの「内容を解釈」し，

それらを基に，根拠をも

って「自分の考え」を説

明，論述する問題になっ

ています。 

「活用問題」は，複数のテキス 

トを関連させて解く問題にな 

っています。問題例は，２つの

記事と，２つのグラフを関連させて解く問

題です。このように，テキストの一部を見

て答えられる問題ではなく，複数のテキス

トを関連させて，また，文章全体を大づか

みして答える問題となっています。 

複複数数ののテテキキスス

トトをを関関連連ささせせ

てて問問題題をを解解くく  
「活用問題」は，それぞれの小 

問を授業の単位時間に単独で利 

用することもできます。それぞ

れの小問には，学習指導要領各領域の指導

事項に対応させたねらいを持たせていま

す。授業で扱った指導事項の確認として，

それぞれの小問を用いることも可能です。 

そそれれぞぞれれのの小小

問問をを指指導導事事項項

のの確確認認にに利利用用  

日常生活の
中の「文章」

取り出した
情報

言語活動

情報の取り出し

解 釈

熟考・評価

図１ 言語活動を行うための思考の流れ 

「活用問題」の問題文に 

は，新聞や小説，短歌な 

ど文章の「連続型テキス 

ト」だけでなく，グラフ

や写真，イラストなど「非連続型テ

キスト」など，多様なテキストが用

いられています。「活用問題」は，

日常生活の中での言語活動を想定

した問題文となっています。問題例

は，学級新聞の「講評」を書く問題

です。 

多多様様ななテテキキ  

スストトをを問問題題  

文文にに使使用用  

- 1 -

中
学
校

一
年
国
語

問
題
○

［
中
学
生
に
な
っ
て
］

組

番
氏
名

自
分
の
出
身
小
学
校
へ
中
学
校
の
様
子
を
紹
介
に
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
次
の
資
料

Ａ
は
学
校
紹
介
用
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
す
。
ま
た
、
会
話
文
Ｂ
は
、
そ
の
時
の
内
容
を
考
え

て
い
る
と
き
の
様
子
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
を
見
て
、
あ
と
の
各
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

中

生 徒 数

学年 年 年 年1 2 3

学級 Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ｂ 合計

１７ １７ １６ １６ １８ １７ １０１男

１５ １４ １６ １６ １６ １６ ９３女

３２ ３１ ３２ ３２ ３４ ３３ １９４計

生 徒 会 ス ロ ー ガ ン

勇往邁進
ゆ う お う ま い し ん

○全校合唱 「誇りの持てる合唱」○全校合唱 「誇りの持てる合唱」
わたしたち生徒会では、全校合唱の充実に取り組んでいます。

全校朝会では、全校合唱と１学級ずつ合唱発表を行い、毎週

金曜日には、縦割り集団による合唱交流会を開催しています。歌

声の響く学校にしたいと考えています。

○あいさつ 「 」○あいさつ 「 」○あいさつ 「○あいさつ 「さわやかなあいさつの交わされる学校さわやかなあいさつの交わされる学校
わたしたち生徒会では、あいさつ運動の活性化に取り組んでい

ます。専門委員会、学年生徒会と協力し、毎朝、あいさつ運動を

行っています。一日のスタートを、笑顔であいさつを交わすことか

ら始めたいと考えています。

部 活 動

現在、１０の運動部と２つの文化部があります。わたしたちは、

お互いに切磋琢磨し合いながら活動に取り組んでいます。
せっさたくま

平成２１年度
中学校総合体育大会岩手県大会出場

野球部 サッカー部
バレーボール部（女子）
ソフトテニス部（男子）

野球部 サッカー部 バスケットボール部（男）
バレーボール部（男） バレーボール部（女）
ソフトテニス部（男） ソフトテニス部（女）
柔道部 剣道部 陸上部 吹奏楽部 美術部

資料Ａ 学校紹介用のパンフレット

中学１年〔Ａ 話すこと・聞くこと〕 

「中学生になって」問題文 

学校紹介パンフレット 
待
ち
合
わ
せ
の
時
間
に
現
れ

そ
の
「
犠
牲
」
が
見
え
て
く
る
。

か
の
時
間
を
、
そ
れ
も
毎
日
、

次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。

な
い
友
人
を
不
安
を
抱
え
て
待

そ
れ
は
、
岩
手
県
立
総
合
教

携
帯
電
話
で
の
通
話
や
メ
ー
ル

『
い
っ
た
ん
所
有
す
る
と
１
時

ち
、
や
っ
と
現
れ
た
友
人
は
、

育
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
た
「
中
学

に
費
や
し
て
い
る
と
い
う
。

間
以
上
は
通
話
や
メ
ー
ル
、
イ

「
場
所
が
わ
か
ら
な
く
て
…
」

校
の
家
庭
学
習
実
施
状
況
に
関

む
ろ
ん
多
く
の
現
代
人
は
携

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
に
時
間
を

と
申
し
訳
な
さ
そ
う
に
謝
る
。

す
る
調
査
」
の
一
項
目
で
あ
る
。

帯
電
話
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る
。

費
や
し
て
し
ま
う
傾
向
が
考
え

二
十
年
前
に
は
、
街
角
で
よ
く

調
査
の
中
に
、
携
帯
電
話
の
使

連
絡
は
随
時
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ら
れ
ま
す
。
当
然
「
家
庭
学
習
」

見
か
け
る
光
景
だ
っ
た
。

用
状
況
を
問
う
質
問
が
あ
っ
た
。

ト
で
情
報
を
い
つ
で
も
取
り
出

に
与
え
る
影
響
も
予
想
さ
れ
ま

携
帯
電
話
が
普
及
し
て
久
し

す

と
。

』

い
。
最
近
の
調
査
で
は
、
そ
の

中
学
生
に
と
っ
て

「
携
帯

、

普
及
率
は

％
を
超
え
、
各
家

電
話
は
悪
」
と
決
め
つ
け
る
の

80

庭
に
一
台
以
上
の
携
帯
電
話
が

こ
の
調
査
に
よ
る
と
、
県
内
中

せ
、
待
ち
時
間
に
は
音
楽
を
聴

は
飛
躍
し
て
い
る
が
、
少
な
く

あ
る
と
い
う
状
況
が
普
通
に
な

学
生
の
約

％
が
、
平
日
に
、

く
…
…
。
こ
の
先
、
携
帯
電
話

と
も
薬
に
は
な
る
ま
い
。
中
学

30

っ
た
。
そ
の
利
便
性
は
今
更
語

１
時
間
以
上
も
携
帯
電
話
で
の

の
な
い
生
活
な
ど
考
え
に
く
い
。

生
に
は
、
冒
頭
の
よ
う
な
気
持

る
ま
で
も
あ
る
ま
い

し
か
し

通
話
や
メ
ー
ル
を
行
っ
て
い
る

し
か
し
、
そ
れ
が
中
学
生
に

ち
も
経
験
し
た
大
人
に
な
っ
て

。

、

何
か
が
便
利
に
な
れ
ば
犠
牲
と

と
い
う
。
ま
た
、
ま
っ
た
く
使

と
っ
て
ど
う
か
と
い
う
と
話
は

ほ
し
い
と
考
え
る
の
は
、
大
き

な
る
も
の
が
出
て
く
る
の
も
世

わ
な
い
生
徒
が
約
半
数
い
る
も

別
で
あ
る
。
前
述
の
「
家
庭
学

な
お
世
話
だ
ろ
う
か
。

の
常
。
一
つ
の
調
査
結
果
か
ら

の
の
、
残
り
の
半
数
は
、
幾
ら

習
に
つ
い
て
の
状
況
調
査
」
は
、

（
康
）
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中
学
校

三
年
国
語

問
題
○

［
携
帯
電
話
］

組

番
氏
名

新
聞
を
読
ん
で
い
る
と
、
同
じ
題
材
を
扱
っ
た
次
の
二
つ
の
記
事
が
あ
り
ま
し
た
。
興
味
の
あ
る
内
容
だ
っ
た
の
で
、
題
材
と
な
っ
て
い

る
調
査
結
果
も
併
せ
て
読
み
ま
し
た
。
次
の
新
聞
記
事
Ａ
、
Ｂ
と
調
査
結
果
Ｃ
を
読
ん
で
、
あ
と
の
各
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

新聞記事Ａ

中
学
生
に
と
っ
て
必
要
か

ひと言

中学３年〔Ｃ 読むこと〕 

「携帯電話」問題文 

新聞記事（コラム） 

「活用問題」は， 

言語活動を行うた 

めの思考の流れ 

（図１）を促すよ

うに問題を構成しています。

問題例は，「関心のある事柄に

ついて，批評する文章を書く

こと」という言語活動例を問

題にしたものです。問一，二

の「ステップ問題」を手がか

りにして，問三の「中心問題」

に取り組むことができます。 

言言語語活活動動のの  

思思考考のの流流れれをを

促促すす問問題題構構成成  

・日常生活を意識 

・言語活動を行うことの

必然性 

 

「関心のある事柄について批評

する文章を書くこと」 

（中学３年〔書くこと ア〕） 

学学習習指指導導要要領領  言言語語活活動動例例  
  



（

）

正

答

例

と

解

説

三
年
問
題
○

学

級

新

聞

問
一

《

正

答

》

「
Ａ
組
の
記
事
」

①

携
帯
電
話

（

携
帯
」
は
不
可
）

「

②

．
２

（
％
）

28

「
Ｂ
組
の
記
事
」

①

な
が
ら
勉
強

②

半
数
以
上
の
人

そ
れ
ぞ
れ
の
記
事
を
読
み
、
大
ま
か
な
内
容
を
つ
か
み
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
ぞ

れ
の
記
事
が
、
何
を
話
題
と
し
、
ど
の
よ
う
な
具
体
例
（
数
値
）
を
挙
げ
て
説

明
し
て
い
る
の
か
を
と
ら
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
時
、
印
象
的
な
表
現
が
何
を
表
し
て
い
る
の
か
、
何
に
つ
い
て
の
具
体

的
な
数
値
な
の
か
を
と
ら
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
新
聞
記
事
を
読
む
と
き
に
は
、
見
出
し
や
、
図
や
表
、
グ
ラ
フ
と
本

文
が
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
か
を
と
ら
え
る
と
、
内
容
を
理
解
し
や
す
く
な

り
ま
す
。

問
二

《
正
答
》

３

そ
れ
ぞ
れ
の
記
事
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

Ａ
組
の
記
事
は

「
携
帯
電
話
の
使
用
状
況
」
を
話
題
に
挙
げ
、
学
級
の
実

、

態
を
グ
ラ
フ
を
用
い
て
説
明
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
グ
ラ
フ
に
よ
る
実
体
験

の
説
明
が
少
な
く
、
ま
た
、
そ
の
実
態
か
ら
考
え
ら
れ
る
筆
者
の
主
張
が
書
か

れ
て
い
ま
せ
ん
。

Ｂ
組
の
記
事
は

「
な
が
ら
勉
強
」
を
話
題
に
挙
げ
て
い
ま
す

「
な
が
ら

、

。

勉
強
」
の
言
葉
の
説
明
、
学
級
の
実
態
、
そ
し
て
、
筆
者
の
提
案
と
、
事
実
と

意
見
の
両
方
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

文
章
を
読
む
と
き
に
は
、
そ
の
文
章
が
、
ど
の
よ
う
な
構
成
に
な
っ
て
い
る

か
を
考
え
る
と
と
も
に
、
そ
の
構
成
は
、
適
切
か
ど
う
か
も
考
え
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

問
三

《
正
答
例
》

①
②
に
は
、
Ｂ
組
の
記
事
の
優
れ
て
い
る
点
を
書
き
ま
し
ょ
う
。
ど
こ
が
、

ど
の
よ
う
に
優
れ
て
い
る
か
、
Ａ
組
の
記
事
と
比
較
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、
客
観
的
、
分
析
的
に
優
れ
て
い
る
点
を
ま
と
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

「
講
評
」
と
し
て
掲
示
さ
れ
る
こ
と
を
意
識
し
た
文
体
で
書
き
ま
し
ょ
う
。

「
な
に
が

「
な
ぜ
」
優
れ
て
い
る
の
か
を
分
か
り
や
す
く
ま
と
め
る
必
要
が

」

あ
り
ま
す
。

〈

発

展

〉

「
講
評
」
を
書
い
て
み
ま
し
ょ
う
。
対
象
と
な
る
事
柄
の
よ
さ
や
特
性
に

つ
い
て
、
ど
こ
が
、
ど
の
よ
う
に
優
れ
て
い
る
の
か
、
評
価
し
た
理
由
や
根

拠
を
明
確
に
示
す
と
分
か
り
や
す
い
「
講
評
」
に
な
り
ま
す
。

新聞コンクール講評
○○中学校新聞委員会

自分たちの生活にこの記事は、 ①

密着した話題を、グラフを用い

て具体例を示しながら説明して

いる点や、見出しと内容をしっ

かり一致させていることから、

読みやすく、筆者の考えをと

らえやすい文章になっていま

す。

話題提示、具体例、そ特に、 ②

して、筆者の主張といった、構

成がしっかりしているところが

優れています。

話
題
の
取
り
上
げ

方
を
評
価
し
て
い

ま
す
。

グ
ラ
フ
の
取
り
上

げ
方
を
評
価
し
て

い
ま
す
。

見
出
し
と
内
容

の
関
係
に
触
れ

て
い
ま
す
。

文
章
全
体
の
評
価

を
し
て
い
ま
す
。

特
に
優
れ
て
い
る
点

と
し
て
構
成
の
よ
さ。

を
挙
げ
て
い
ま
す

①
に
書
か
れ
て
い
な
い

も
の
と
し
て
、
表
現
に

つ
い
て
も
挙
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

 

 

「正答例と解説」には，正答または正答

例と，問題を解く際の考え方や既習事項と

の関連を中心に解説しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「活用問題」は，領域ごとに配列しています。（下表 活用問題出題一覧表） 

「活用問題」を次のような場面で利用することを想定しています。 

５５  「「正正答答例例とと解解説説」」のの具具体体例例  

６

正正答答（（正正答答例例））とと考考ええ方方やや今今後後ののヒヒンントト  

「正答例と解説」には，正答（正答例）となぜ
そのように考えられるかを示しています。また，
今後の学習のヒントも示されています。 

〈〈 発発 展展 〉〉とと しし てて 実実 際際 のの 言言 語語 活活 動動 をを

「正答例と解説」には，〈発展〉として，この問
題を題材に実際に行える言語活用や，問題に関
連した他領域の言語活動を示しました。 

教教 師師 のの 解解 説説 とと とと もも にに 利利 用用   

「正答例と解説」とともに，教師の解説を加え
ることで，指導事項の確実な習得を図ることが
できます。 

６  「「活活用用問問題題」」のの利利用用にに当当たたっってて  

 
・各領域の言語活動や単元構成を
考える時の参考に 

 
・生徒に示し，単元の言語活動の
見通しを持たせる

○単元のはじめに 

・小問ごとに分割して使用 
・指導事項の確認に 

○単位時間の中で 

 
・単元の言語活動として 
・言語活動を促し，単元のねらい（指
導事項）の習得に 

○単元のまとめとして 

 

・家庭学習や週末課題に 
・「正答例と解説」とともに，教師
の解説を加えることで，指導事項
の習得を図る 

○家庭学習として 

研究内容の詳細については，当センターWeb ページ（岩手県立総合教育センターWeb ページ
http://www1.iwate-ed.jp/）に資料を掲載しておりますのでご覧ください。 

ア ウ ウ イ ア ウ イ ア

批
評
文
を
書
く

手
紙
を
書
く

手
紙
を
書
く

立
場
を
決
め
て

意
見
を
述
べ
る

詩
歌
や
物
語

案
内
や
報
告

図
表
を
用
い
る

鑑
賞
文

『

学
級
新
聞
』

批

評

文

を

書

く

『

お
礼
状
』

社
会

生
活
に

必
要

な
手

紙
を
書

く

『

お
礼
状
』

社
会

生
活
に

必
要

な
手

紙
を
書

く

『

新
聞
に
投
書
す
る
』

立
場
を
決
め
て
意
見
を
述
べ
る

『

中
学
生
ふ
る
さ
と
の
短
歌
』

短
歌
を
詠
も
う

『

運
動
会
の
案
内
』

行

事

の

案

内

文

を

書

く

『

ポ

ス

タ
ー

セ
ッ

シ
ョ

ン
』

グ
ラ
フ
を
用
い
た
文
章
を
書
く

『

バ
ス
ル
ー

ム
』

鑑

賞

文

を

書

く

　

２

つ

の

新

聞

記

事

を

読

み

比

べ

れ

ぞ

れ

の

記

事

の

構

成

や

表

現

の

を

比

較

し

な

が

ら
、

文

章

を

批

評

る
。

　

職

場

体

験

学

習

の

お

礼

状

の

文

考

え

る
。

　

職

場

体

験

学

習

の

お

礼

状

の

文

考

え

る
。

　

文

章

や

グ

ラ

フ

と

い
っ

た

複

数

キ

ス

ト

か

ら
、

自

分

に

必

要

な

情

取

り

出

し
、

自

分

の

立

場

を

決

め

章

を

書

く

た

め

の

構

成

を

考

え

る

　

複

数

の

短

歌

を

読

み
、

そ

れ

ぞ

短

歌

の

情

景

を

思

い

浮

か

べ

自

分

え

を

ま

と

め

る

問

題

と
、

思

い

浮

た

情

景

を

も

と

に

短

歌

の

下

の

句

え

る
。

　

地

域

の

お

年

寄

り

に

向

け

て
、

動

会

の

案

内
」

を

書

く
。

伝

え

な

は

な

ら

な

い

こ

と

と

伝

え

た

い

こ

明

確

に

し

た

案

内

文

を

書

く
。

　

ポ

ス

タ
ー

に
、

グ

ラ

フ

を

用

い

章

を

書

く

場

合
、

ど

の

グ

ラ

フ

を

る

の

が

効

果

的

か

考

え

る
。

　

絵

や

文

章

な

ど

複

数

の

テ

キ

ス

ら

自

分

に

必

要

な

情

報

を

取

り

出

必

要

に

応

じ

て

加

工

し

な

が

ら
、

を

紹

介

す

る

文

章

を

ま

と

め

る
。

二
年

一
年

三
年

学

年 　
　
活
用
問
題
出
題
一
覧
表
　
〔

Ｂ
　
書

番

号

言
語
活
動
例

問
題
名

問
題
の
概
要

活用問題出題一覧表の例 

作成した「活用問題」については，岩手教育情報交流ネットに掲載する予定です。また，活用問題CD-ROM
を作成し，各市町村教育委員会経由で各小・中学校に配布いたしますので，ご活用ください。 
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